
Introduction of Wildlife Science

2024

(Sat.)

参加費 無料
※入園料は必要です

生物多様性が大事なのはわかるけど、
どうすればよいのでしょう！？

お問い合わせ
京都市動物園 生き物・学び・研究センター
( 電話 ) 075-771-0210  ( メール ) ikimonomanabi@city.kyoto.lg.jp

「きょうと☆いのちかがやく博物館」

アザラシのゾートロープ （回転のぞき絵） を作ろう！ ( 京都水族館 )
解説は 10:00~10:20 11:00~11:20 @ 動物園レクチャールーム前
アザラシはどんな泳ぎ方をするのかな？ 映像を見てゾートロープ（回転のぞき絵）を作り、観察してみよう。出入り自由。受付は 11:30 まで。

顕微鏡を使って水中生物の世界を見てみよう ( 京都市青少年科学センター )
10:30~10:50 11:30~11:50 @ 動物園レクチャールーム前スタート！
京都の森の池からプランクトンを採取して、顕微鏡で観察します。

野の花がなくなる！？ シカと植物 ( 京都市都市緑化協会 )
10:00~12:00 @ 動物園レクチャールーム前
山や野原の草花の種類が減っている理由のひとつが野生のシカが増えすぎたことです。シカと植物の関係についてパネルやクイズで考えます。

生物多様性クイズ ( 京都市環境政策局環境企画部環境管理課 )
10:00~12:00 @ 動物園レクチャールーム前

「生物多様性ってなに？」をクイズを解きながら一緒に考えてみよう！

きょうと☆いのちかがやく博物館連携事業の一環として、少人数参加型の体験学習プログラムの提供と、ブース出展を行います。

  たばた      けいぞう

田端 敬三
( 京都ビオトープ研究会代表・近畿大学 )

シンポジウム

体験型学習

プログラム

定員
各回

20 名

13:30~15:30

※定員のあるプログラムの当日整理券は，9:30 から先着順でレクチャールーム前の机にて配布します。用意した整理券がなくなり次第，配布を終了します。
 

日目

講演１：貨物駅跡地での京都の原風景の再生―梅小路公園いのちの森―

しみず   ただし

清水 正
(NPO 法人自然観察指導員京都連絡会 Noi-Kyoto 代表 )

講演2：ひらがなの観察会をめざして

動物園でフィールドビンゴ ( 京都市動物園 )
10:00~10:20 11:00~11:20 @ 動物園レクチャールーム前スタート！
ビンゴシート（９マス）に指示されたお題を探しに園内を回り、ビンゴを完成させましょう。

京都の森で在来種をさがしてみよう！ ( 京都府立植物園 )
10:30~10:50 11:30~11:50 @ 動物園レクチャールーム前スタート！

「京都の森」エリアで、植物採集を行い、在来種・史前帰化植物・外来種・侵略的外来生物に分類し、解説を行います。

定員

50名
※申込不要
※先着順 場所

レクチャー
ルーム

定員
各回

20 名

定員
各回

20 名

野生動物の保全等に
取り組む NPO 団体などに

よる活動内容を紹介します。

10:00~15:00
@ 芝生広場

ブース展示

主催 京都市動物園，
共催 きょうと☆いのちかがやく博物館（京都府立植物園、京都水族館、京都市青少年科学センター、きょうと生物多様性センター、
京都市都市緑化協会）、京都大学野生動物研究センター、京都大学霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院
協力 公益財団法人日本モンキーセンター、認定ＮＰＯ法人ボルネオ保全トラスト・ジャパン、特定ＮＰＯ法人市民ＺＯＯネットワーク、
特定ＮＰＯ法人日本オランウータンリサーチセンター、特定ＮＰＯ法人ビーリア（ボノボ）保護支援会、特定ＮＰＯ法人ゴリラのはなうた、
マハレ野生動物保護協会、フィールドソサイエティー、ＮＰＯ法人自然観察指導員京都連絡会（ｎｏｉーＫｙｏｔｏ）

mailto:ikimonomanabi@city.kyoto.lg.jp

